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要　　　約

小笠原諸島固有の常緑小高木であるオガサワラボチョウジ Psychotria homalosperma A. 

Gray は、現在父島・母島両列島に分布しており、これまで種内分類群は認められておらず、

列島間における形態の変異は知られていなかった。しかし、今回花序あたりの花数に注目

して列島間で比較したところ、母島産は、兄・父島産に比べ花序あたりの花数が多いこと

が分かった。これは列島間における遺伝的な分化の可能性を示唆している。しかし、この

適応的意義や環境による影響については今後より詳しい調査が必要である。

Ⅰ．はじめに
小笠原諸島に分布する固有植物の中には、約 50 ㎞の海境で隔てられる父島列島と母島列

島の間で形態的に分化し、種内分類群（変種など）で分けられているものがいくつか存在

する（ナガバキブシとハザクラキブシ、ムニンノボタンとハハジマノボタン等：豊田、

2003）。また最近では、形態的には明らかな違いが認められなくても遺伝構造にはっきりと

した違いが認められる種の存在（例えばシマホルトノキ：Sugai et al. 2013）が徐々に明ら

かになってきた。

一方、絶滅が危惧される小笠原諸島の固有樹木オガサワラボチョウジ Psychotria 

homalosperma A. Gray は、これまで形態的には大きな違いがみられないため、特に列島間

での分化について議論されることがなかった。しかし、予備的な調査から花序あたりの花

数に違いがある可能性が出てきた。これは何らかの形態的・遺伝的な分化の可能性を示唆

している。
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そこで本研究では、オガサワラボチョウジにおいて列島間で形態的分化がみられるかど

うかを明らかにするために、父島列島の兄島、父島と、母島列島の母島の 3 島間において

花序あたりの花数を計数し、比較した。

Ⅱ．方法
計数に供したサンプル個体数・花序数を表 1 に示す。2003 年と 2004 年の 6–7 月に父島

列島父島東平周辺、兄島中央台地周辺、及び母島列島母島の乳房山の 3 集団を対象とし、

各個体からランダムに選択した 2–6 花序をマークし、各花序あたりの花数（つぼみを含む）

を計数した。2014 年 8 月には母島の石門において、各個体からランダムに選択した 1 花序

あたりの花数（つぼみを含む）を計数した。オガサワラボチョウジは短花柱花（short-

styled: S）と長花柱花（long-styled: L）の 2 タイプの花をつける二型花柱性を有すること

が知られているため（Watanabe et al. 2014）、花序あたりの花数は株の調査年・花型（タ

イプ）・集団の 3 項目に分類し、ノンパラメトリック解析である Kruskal-Wallis 法及び

Steel-Dwass の多重比較によって各群間の統計的有意差を検定した。統計解析には、R 3.1.1

を用いた（R Development Core Team, 2014）。

表１　花序あたりの花数の計数に用いた各集団におけるオガサワラボ
チョウジの個体数と花序数

調査年 集　団 花型 個体数 花序数
2003 年 兄島 S 10 51

L 5 25
父島 S 13 60

L 10 54
母島（乳房山） S 8 45

L 4 24
2004 年 兄島 S 10 33

L 10 28
父島 S 10 29

L 10 29
母島（乳房山） S 7 21

L 5 15
2014 年 母島（石門） S 11 11

L 11 11
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Ⅲ．結果と考察
測定した花序あたりの花数は群間で統計的に有意な差が検出された（Kruskal-Wallis 

test, p < 0.0001）。母島列島母島の 2 集団における花序あたりの花数は、父島列島の兄島・

父島 2 集団と比較して統計的に有意に多かった（Steel-Dwass test, p < 0.0001、図 1）。一

方、調査年間・花型間・列島内の各集団間には、いずれも有意な差は認められなかった

（Steel-Dwass test, p > 0.3）。父島列島の 2 集団における花序あたりの花数は、2–17（平均

8.0、 標準偏差 3.19）、母島の 2 集団では 10–76（平均 31.4、 標準偏差 13.23）だった。以上の

結果は列島間で形態的分化が生じていることを示しており、遺伝的にも分化している可能

性がある。

花序あたりの花数の違いは、送粉者との関係において列島間の送粉様式の違いと関係し

ている可能性も考えられる。しかし、近年の送粉昆虫相の崩壊（安部、2009）により、現

時点でこれを確かめることは困難である。

一方、環境可塑性がこの形質に影響を与えている可能性も考えられるが、花数は繁殖成

功度に直結する形質であり、母島内の 2 集団の環境も大きく異なることから、環境可塑性

が列島間における花序あたりの花数の違いに与える影響は小さいと考えられる。
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図１　オガサワラボチョウジの各島各花型における花序あたりの花数を表す箱ひげ図。
S：短花柱花、L：長花柱花。兄島は中央台地、父島は東平周辺の集団。a, b を附した各群間には、Steel-Dwass
法による多重比較において p < 0.0001 の基準で差異が認められたことを示す。
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50 km 離れた父・母島列島間では、送粉者による花粉の移動は考えづらい。一方、オガ

サワラボチョウジは液果を作り、種子は主に鳥によって散布されていると考えられる（小

野・菅原、1981）。鳥散布による列島間の移動も十分に考えられるが、その頻度が低いため

に遺伝的分化、さらには形態的分化を引き起こしている可能性も考えられる。このことを

明らかにするためには今後の集団遺伝学的な解析が必要である。

オガサワラボチョウジは絶滅危惧種として保全対策が必要とされているが（渡邊ほか、

2009；環境省、2012；須貝ほか、2015）、今後はこうした列島間での分化の可能性も考慮に

入れて保全対策を実施していく必要がある。
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